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4　学術研究

　令和 5年度よりエコチル調査は13歳以降調査に向けた小学 6年生保護者への協力意向確認が開始され
た。今後も調査から得られた成果の発信、社会還元が期待されている。福島ユニットセンターにおいても、
学術成果発信、学術集会での発表、社会還元に積極的に取組んだ。

（1） 学術活動実施体制

　学術的情報発信を大学一体となって推進するため、平成 27年 4月6日に「エコチル調査福島ユニットセ
ンター学術ワーキンググループ (以下、学術WG)」を設置し、研究活動を行っている。
　令和 6年 3月31日時点で、学内 14講座・センター等から66名をWG構成員（エコチル調査関係者）
として登録している。

（2） 学術 WG 活動について

ア　定例勉強会の開催
　令和元年より、毎月1回執筆予定の全国データを用いた研究課題についての勉強会開催を開始した。令
和 5年度は計 10回開催し、研究課題について検討した。

イ　令和 5 年度成果発表状況
原著論文
　配付された4歳時までの固定データを利用し、データを利用した論文執筆が進められている。令和 5年
度に福島ユニットセンター学術WG構成員が全国データを利用して執筆した原著論文受理件数は14編で
あった。これまでに発表した査読付き原著論文は計 62件となった。
その他
　総説等を5編、講演・学会発表等は7題行った。

（3） 成果発表の社会還元

　成果発表の社会還元を目的とし、エコチル調査のデータを用いて執筆された論文を紹介する「エコチル調
査からわかってきたこと　エコチル★ふくしま版」第 3号（図 1）を発行し、参加者および調査関係者へ配
付した。
　福島ユニットセンター関係者執筆論文（邦題 妊婦の精神的ジストレス（不安・抑うつ）と 3 歳児の自閉症
スペクトラム症の関連）が、「産婦人科診療ガイドライン - 産科編 2023」（編集・監修日本産科婦人科学会
／日本産婦人科医会、令和 5年 8 月発行）に掲載されている1つのクリニカル・クエスチョンに対する引
用文献の 1つとして採用された。



27

（4） 学内関係者への成果・進捗報告会開催

　令和 6年 3月8日DOHaDの夜明け研究会との共催で、エコチル調査成果・進捗報告会を大学院授業
要綱で規定する「共通必修科目（8）」として登録し開催した。エコチル調査からは、福島県内での進捗状況
および成果（4題）を報告し、ふくしま子ども女性医療支援センター　西郡秀和先生より「エコチル成果の
認知度と啓発の課題」をご講演いただいた。ハイブリッド形式で実施し、参加者は24名であった。

（5）小冊子の発行

　福島県における調査の回答 結果の中から、お母さんとパート
ナー（配偶者など）の生活習 慣、育児を取り巻く環境、子育て
の様子に関する項目をわかり やすくグラフ化し、わかってきたこ
ととしてまとめたもので、令和 5年 3月に第 2巻を発行した。
　編集に当たっては、県内の教育関係機関の方々へのアンケートを参考に集計項目を選定し、7歳までの状
況をまとめ参加者全員、地域運営協議会委員、協力医療機関、県内各小学校等に配付した。

図 1　エコチル調査でわかってきたこと　エコチル★ふくしま版第 3 号
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資料 令和 5 年度学術成果発表一覧

（1）掲載原著論文（令和6年3月31日時点）

●全国データを用いた論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.　分娩時の羊水混濁と3歳時のアレルギー疾患
　　Murata T, Kyozuka H, Fukuda T, et al. Meconium-stained amniotic fluid and offspring 

allergies: The Japan Environment and Children's Study. Pediatr Allergy Immunol. 
2023;34(5):e13956. doi:10.1111/pai.13956

2.　妊婦の血清トリグリセリド値と新生児予後
　　Go H, Hashimoto K, Maeda H, et al. Maternal triglyceride levels and neonatal outcomes: 

The Japan Environment and Children's Study. J Clin Lipidol. 2023;17(3):356-366. 
doi:10.1016/j.jacl.2023.04.005

3.　妊婦の葉酸摂取と子どもの 4歳時の認知能発達
　　Nishigori H, Nishigori T, Obara T, et al. Prenatal folic acid supplement/dietary folate and 

cognitive development in 4-year-old offspring from the Japan Environment and Children's 
Study. Sci Rep. 2023;13(1):9541. Published 2023 Jun 12. doi:10.1038/s41598-023-
36484-8

4.　妊婦への身体的心理的DVと生まれた子どもの 3歳時の自閉スペクトラム症
　　Isogami H, Murata T, Imaizumi K, et al. Association of Preconception or Antepartum 

Maternal Intimate Partner Violence with Autism Spectrum Disorder in 3-Year-Old 
Offspring: The Japan Environment and Children's Study. J Womens Health (Larchmt). 
2024;33(1):80-89. doi:10.1089/jwh.2022.0439

5.　切迫早産診断週数と早産
　　Murata T, Isogami H, Imaizumi K, et al. Association between gestational age at threatened 

preterm birth diagnosis and incidence of preterm birth: the Japan Environment and 
Children's Study. Sci Rep. 2023;13(1):12839. Published 2023 Aug 8. doi:10.1038/s41598-
023-38524-9

6.　臍帯血清トリグリセリド値と総コレステロール値の基準値とそれらの値に影響を与える周産期因子
　　Go H, Hashimoto K, Maeda H, et al. Cord blood triglyceride and total cholesterol in 

preterm and term neonates: reference values and associated factors from the Japan 
Environment and Children's Study. Eur J Pediatr. 2023;182(10):4547-4556. doi:10.1007/
s00431-023-05118-6

7.　妊娠中の尿中 8-hydroxy-2′-deoxyguanosine 濃度と早産発症の関連
　　Murata T, Kyozuka H, Fukuda T, et al. Urinary 8-hydroxy-2'-deoxyguanosine levels 

and preterm births: a prospective cohort study from the Japan Environment and 
Children's Study. BMJ Open. 2024;14(2):e063619. Published 2024 Feb 5. doi:10.1136/
bmjopen-2022-063619

8.　子宮収縮抑制薬投与と母体・産科的アウトカムと出生児のアウトカムの関連
　　Murata T, Isogami H, Imaizumi K, et al. Tocolytic treatment and maternal characteristics, 

obstetric outcomes, and offspring childhood outcomes among births at and after 37 
weeks of gestation: the Japan environment and children's study. Arch Gynecol Obstet. 
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Published online October 13, 2023. doi:10.1007/s00404-023-07203-5
9.　分娩時の胎児機能不全と生まれた子どもの神経発達との関連
　　Murata T, Kyozuka H, Yasuda S, et al. Nonreassuring fetal status during labor and 

offspring's childhood neurodevelopment at 3 years of age: The Japan Environment 
and Children's Study. Int J Gynaecol Obstet. Published online November 20, 2023. 
doi:10.1002/ijgo.15206

10.　妊婦の精神的ジストレスと4歳児の神経発達
　　Nishigori H, Nishigori T, Suzuki T, et al. Maternal prenatal and postnatal psychological 

distress trajectories and impact on cognitive development in 4-year-old children: the 
Japan Environment and Children's Study. J Dev Orig Health Dis. Published online February 
8, 2024. doi:10.1017/S2040174424000011

11.　帝王切開と乳児の1歳までの感染症罹患の関係：エコチル調査の104065の記録を用いたロジスティッ
ク回帰分析

　　Maeda H, Hashimoto K, Iwasa H, et al. Association of cesarean section and infectious 
outcomes among infants at 1 year of age: Logistic regression analysis using data 
of 104,065 records from the Japan Environment and Children's Study. PLoS One. 
2024;19(2):e0298950. Published 2024 Feb 21. doi:10.1371/journal.pone.0298950

12.　在胎週数と児の発達障害の関連について
　　Haneda K, Hosoya M, Fujimori K, et al. Gestational Age and Neurodevelopmental Delay 

in Term Births at 6 and 12 Months: The Japan Environment and Children's Study (JECS). 
Matern Child Health J. Published online March 11, 2024. doi:10.1007/s10995-024-03908-
4

13.　妊娠前食物繊維摂取量と早産
　　Omoto T, Kyozuka H, Murata T, et al. Association between Preconception Dietary 

Fiber Intake and Preterm Birth: The Japan Environment and Children's Study. Nutrients. 
2024;16(5):713. Published 2024 Feb 29. doi:10.3390/nu16050713

14.　妊婦の朝食摂取と3歳時の精神神経発達
　　Imaizumi K, Murata T, Isogami H, et al. Association between daily breakfast habit during 

pregnancy and neurodevelopment in 3-year-old offspring: The Japan Environment and 
Children's Study. Sci Rep. 2024;14(1):6337. Published 2024 Mar 15. doi:10.1038/s41598-
024-55912-x

●総説等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.　「総説　DOHaDと周産期メンタルヘルス」 西郡秀和　日本周産期メンタルヘルス学会会誌　9巻 1
号 65-70　2023年 8月　日本周産期メンタルヘルス学会

2.　「総説　“ 父親のちから ” の発揮につながる周産期メンタルヘルスケアの課題（特集：昔にまなび、未
来につなぐ母性のちから～今、日本の母を支える～）」 鈴木妙子　日本周産期メンタルヘルス学会会誌　
9巻 1号 5-10　2023年 8月　日本周産期メンタルヘルス学会

3.　「解説　赤ちゃんへの気持ち質問票を用いた、母親の乳児へのマルトリートメントに対するスクリーニン
グの有用性（第 18回日本周産期メンタルヘルス学会学術集会　岡野賞受賞論文）」 森美由紀・西郡
秀和　日本周産期メンタルヘルス学会会誌　9巻 1号 29-33　2023 年 8月　日本周産期メンタル
ヘルス学会

4.　「周産期に起こる父親のメンタルヘルス不調とその実態（特集　助産師のための周産期のメンタルヘル
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スケア）」　鈴木妙子・西郡秀和　臨床助産ケア　16巻 1号 44-50　2023年 11月　日総研出版
5.　「社会課題　育児休暇（特集 楽しくお産・楽しく育児－身体的・精神的・社会的（Biopsychosocial）

な課題から見た出産・育児支援）」　鈴木妙子・西郡秀和　周産期医学　53 巻 12 号 1172-1775　
2023年 12月　東京医学社

（２）　学会発表・講演等（令和6年3月31日時点）

●講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.　橋本浩一　シンポジウム　東日本大震災後の福島県における妊産婦と子どもの健康
　　「エコチル調査から考える福島県の妊産婦と子どもの健康」(講演 )　第 11回日本DOHaD学会学術

集会（2023年 8月7日、福島県）
2.　西郡秀和「わが国の出生コホート研究から得られた知見と課題」第 3回大阪女性ヘルスケア研究会（講

演）(2023 年 11月11日、大阪府 )
3.　西郡秀和「みらいの私と赤ちゃんのために、今できること」令和 5年度福島市プレコンセプションケア

セミナー（講演）（2023年 12月9日、福島県）
4.　西郡秀和「エコチル調査からわかったプレコンセプションケアの知見」いわきっ子健やか訪問事業従事

者研修会（講演）(2024 年 2月7日、福島県 )
5.　藤森敬也「ARTと周産期合併症 - 当科の癒着胎盤の対応を含めて -」第 6回岡山周産期研究会（特

別講演） (2024 年 2月18日、岡山県 )

●口演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.	 橋本浩一　妊娠中のタバコへの曝露と1歳までの小児の感染症罹患との関連～エコチル調査より～　
第 126回日本小児科学会学術集会（2023年 4月16日、東京都）

2.	 大越千弘 メタボローム解析を用いた遅発型妊娠高血圧腎症のバイオマーカー探索 令和 5年度　福島
県産科婦人科学会総会・秋季学術集会（2023年 9月18日、福島県）

エコチル調査研究から分かったことは、こちらからご覧になれます
これまでに福島ユニットセンター関係者が執筆した論文紹介
（エコチル★ふくしま　ホームページ　学術論文）
https://www.ecochil-fukushima.jp/papers/

これまでにエコチル調査関係者が執筆した論文紹介
（環境省　エコチル調査ホームページ　成果発表一覧）
https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/publications.html


